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(1)

数

と

式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 数と集合 

（ア）実数 

   数を実数まで拡張する意義を理解し、簡単

な無理数の四則計算をすること。 

  自然数，整数，有理数，実数の各範囲で，四

則計算について閉じているかどうかが考察す

る。 

   

  絶対値の意味と記号表示を理解する。 

 

 

 

 

分母の有理化についてその必要性を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・数の演算の可能性や方程式の解の存在などに関連付け

て数の拡張の意義を理解する。また、様々な数の集合

について、四則演算の可能性について判断できる。 

 

 

 

 

 

・絶対値を含む式を、場合分けをして、絶対値をはずし

た式で表すことができる。 

 

 

 

・分母が三項である無理数の分母の有理化ができる。ま

た、二重根号を簡単な式に変形できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・数直線を活用して、要素の個数や共通部分、和集合、

補集合を求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

・様々な命題について、適切な証明法を選択し、証明す

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

(例１) 
321

1


の分母を有理化せ

よ。 

(例２) 1027  を簡単にせよ。 

(例)  三つの整数a ，b ，c が 222 cba 

を満たすとき，a ，b ，c の少なくと

も１つは偶数であることを証明せよ。 

(例) 集合 A ＝        ZbZaba  ,3　  

は，四則演算のどの演算に閉じている

か答えよ。ただし，整数全体の集合を

Z とする。 

(例)     32  aa  を簡単にせよ。 

(例)  x は実数とする。 

A＝｛ |x 0≦x ， x≦3 ｝， 

B ＝｛ |x 53  x ｝のとき， 

(1) BA の要素のうち，整数の個数を求

めよ。  

(2) BA の補集合を求めよ。 
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(2) 

図

形

の

計

量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）集合 

   集合と命題に関する基本的な概念を理解

し、それを事象の考察に活用すること。 

 

イ 式 

（ア） 式の展開と因数分解 

   二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解

を深め、式を多面的にみたり目的に応じて式

を適切に変形したりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） 一次不等式 

   不等式の解の意味や不等式の性質について

理解し、一次不等式の解を求めたり一次不等

式を事象の考察に活用したりすること。 

 

 

ア 三角比 

（ア）鋭角の三角比 

   鋭角の三角比の意味と相互関係について理

解すること。 

 

 

 

 

（イ）鈍角の三角比 

   三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、

鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値

を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

・式を多面的に捉えることができ、展開や複二次式の因

数分解など、様々な式の処理ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・場合分けを利用し、絶対値を含む方程式及び一次不等

式を解くことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角比の相互関係を鋭角の三角比の定義に基づいて説

明することができ、三角比やその相互関係を適切に活

用できる。 

 

 

 

 

 

・ 90 ， 180 の三角比の考え方を基に， 

90 の三角比を考察し，式の証明などに活用でき

る。 

 

 

 

 

(例)  次の問に答えよ。 

(1) )32)(32( 22  xxxx を展開せ

よ。 

(2)  43 24  xx を因数分解せよ。 

(例) 方程式 93  xx 2  を解け。  

(例) 次の公式を三角比の定義に基づいて

説明せよ。 




2

2

cos

1
tan1   

(例)  90sin ，  90cos ， 

 90tan を sin ， cos ， tan で表

せ。また，その理由も答えよ。 
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（ウ）正弦定理・余弦定理 

   正弦定理や余弦定理について理解し、それ

らを用いて三角形の辺の長さや角の大きさを

求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用す

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角比を含む対称式・交代式の値を求めることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正弦定理、余弦定理を三角形の決定条件と関連付けて

理解し、三角形の形状、辺の長さや角の大きさを求め

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三角比を活用して、平面図形や空間図形の計量に利用

することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 













 
 

 

 

 

 

(例)   18090  において， 

3

1
cossin  

 

のとき，  cossin ，  cossin  の値

を求めよ。 

 

(例) △ABC において，次の等式の等式が  

成り立つとき，A , B ，C のうち，最

も大きい角の大きさを求めよ。 

7

sin

3

sin

5

sin CBA
  

 

 

(例) 次の図のような直方体 EFGH-ABCD に

おいて，AE＝ 10 ，EB＝10，ED＝8 のと

き， 

 △BDE の面積を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

{ 
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二

次

関
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ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだす

こと。また、二次関数のグラフの特徴について

理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 二次関数の値の変化 

（ア）二次関数の最大・最小 

   二次関数の値の変化について、グラフを用

いて考察したり最大値や最小値を求めたりす

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・絶対値やガウス記号を含む簡単な関数の変化について

考察し、グラフをかくことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

・二次関数を表す式を適切に処理し、グラフの平行移動

についての考察ができ、二つの放物線の位置関係を説

明すること等ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・係数や定数項に文字が含まれる二次関数について、適

切な場合分けをして、二次関数の最大や最小を考察で

きる。 

 

 

 

 

 

 

・係数や定数項に文字が含まれる二次関数について、そ

のグラフと x 軸との位置関係を、適切に場合分けをし

て、考察することができる。 

 

 

 

 

 

(例１) 二次関数 222  xxy＝ のグラフ 

を 1162  xxy＝ のグラフに重ねる

ためには、 x 軸方向、 y 軸方向にど

れだけ平行移動すればよいか。 

(例２) 二次関数 xxy  22＝ のグラフ

を 

x 軸方向に 3、 y 軸方向に-2 だけ平

行移動した二次関数のグラフの方程

式を求めよ。 

 

(例) a を定数とするとき，次の二次関数

の最小値を求めよ。 

)20(22 ≦≦＝ xaxxy   

(例) 二次関数 kxxy  42＝ のグラフと

x 軸との共有点の個数を求めよ。 

(例) 関数のグラフをかけ。 

(1)    　1)(  xxf  

(2)  ][)( xxf   
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(4) 

デ 

 

タ

の

分

析 

 

（イ）二次方程式・二次不等式 

   二次方程式の解と二次関数のグラフとの関

係について理解するとともに、数量の関係を

二次不等式で表し二次関数のグラフを利用し

てその解を求めること。 

 

 

 

 

ア データの散らばり 

四分位偏差、分散及び標準偏差等の意味につ

いて理解し、それらを用いてデータの傾向を把

握し、説明する。 

 

 

イ データの相関 

散布図や相関係数の意味を理解し、それらを

用いて二つのデータの相関を把握し説明するこ

と。 

 

・係数に文字が含まれる二次不等式について、二次関数

のグラフなどを活用して考察できる。 

 

 

 

 

 

 

 

・最小値、第１四分位数、第２四分位数(中央値)、第３

四分位数、最大値などを表す箱ひげ図とデータの分布

（ヒストグラム）と関連させて、データの特徴を捉え

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二つのデータの対応表や相関表から相関係数を求める

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 

(例) 二次不等式 0222 ＞mmxx  の解

がすべての実数であるとき，定数m の

値の範囲を求めよ。 

(例) 次の変量 x と変量 y の対応表から，

変  

  量 x と変量 y の相関係数を求めよ。 

　　　　　

         

変量          

変量          

 

(例)  ア、イのヒストグラムについて，同じ

データを使って表示した箱ひげ図はどれ

か。下の①～④から選べ。 
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